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れ ＼′rP シIl.ント術施行. 1歳4I,-F汗)現在.精神発達

遅延はあるが伝し､歩きが可能.【症例Ll].在灘.126遇で出

壁,旦0舶Gr,ApgaT6,生後2日目をこ急速に爵血が遊

行 L l＼.rH LT)診断.持続脳室 卜L十一一二二､施行.扶去後脳

室拡大は進行せず,経過良好である.

A-9･-･1) AmaLlrOSisfugax にて発症 した 内 頸 動
脈 高度狭窄症 ハ 1例

宮森 正郎 ･長谷吊 鰹
南LLfl. 尚八･山野 清俊 I∵ :!::.:I.: ,.

柏回にく･r)返+ こumurOSisfugこtXiこて発症 し,carotid

cnd(r汀tCrtナCt()my･し(llIA)を行い術後 こull;IurOSisfugax

が完全消失 した甜酎Lj菰動脈狭窄症LJ)1例を報告する.

症例 :(浴鼠 男I生 軌に2隼7jL と‖J,9月と こu･n.,plur(riis

fugax (f欄Ijlをくり返した.10711tl当村 入院.入院

時神経学約には異常所見なし 血管撮影では着意部内頚

動脈が静脈相で造替壬さJrtる右内苑動脈 pseu(1(hXIL-ulusion

の像を認め, 頭蓋内内頚動脈,中大脳動脈は BA--VA

系より PL10m を介してうすく造即され 眼動脈;.:t造鮮

されなかった.左内頚動脈にも軽度の狭窄を認めた.競

amaul･OSisfuhlaXは全く消失した.術後,血管粘影に

て,右内頚動脈は起始部よりきわi')て良く遺影,さIl.眼

動脈 も造即された.術後 SPll:CT でも両側人脳半球全

仏uMttlカ臣酎 r7を認めた.こImaurOSisfuLlaXLT)発現鱒序

する CtミA J)意農に-,L､て述べる.

A--912) 1年:Lの経過 にて狭窄像の改善をふた頭部
rLJ頚動脈高度狭窄の 1例

清水 幸彦 ･荒井 啓晶
鈴木 倫保 ･菅野 三信 百雷諸 宗琵院)

粥%以上の頚部内意動脈狭窄が,約 1年の経過で改善

の認められた症例を経験 したので報告する.症例 :55歳

男.数年来の高血圧あり.1989年12月3凱 突然の右

上肢の しびれにて発症.某院に入院.その後時々右上下

肢の脱力が起 きるも,間もなく回復 していたが,12月5

日,突然左視力が消失,また翌日には右上下駄の片マヒ

が出現,且2月 7日,当科紹介入院となった,意識は清明

であるが,軽度右片マヒが認められ 左眼は失明 してい

た.血管撮影では,左頚部内頚動脈の90%以上の狭窄が

認められた.この狭窄部より塞栓がとんで,虚血症状が

頻発 していたと考えられ アズピリソ0.3を授与 したと

ころ,その後の新 しい虚血症状はみられなかった.静々

に右片マ奴の改善がみられたため, 1カ月後介助歩行の

状態で リハビリテ…ショソのため転院 した.本年 2月4

日,再度血管撮影を行ったところ,内頚動脈の狭窄は約

80% と 改 善 が 認 められた .

-再発致死 2症例 をこついて-

鮎 孝男 か蘇 . 産廃 (造詣 緒 院)
1979年3月より1(jf柑if:1(川 護で(1)11年8･｢月間に当

村を受診 し,(丁'Ⅰ､あるいは MRlにて小脳梗華!二確認さ

IILた症例は､78例で卦-､tl=.その中で,何党にて死亡し

た症例は, 2例であったaいずれも,初発噂は,両側小

鼻で,症状 も軽教であったが,再発時をこぼ,両側小胆半

球から髄幹部にかけての広範な梗塞巣が認められ 意識

障害,四肢麻輝などの脳幹症状が急速転進行 し 減圧術

などの手術適応とならず死亡 した.脳血管写所見は,症

例 1 摘0歳,罪)では,初発時に脳低動脈狭窄が認めら

れ 再御 恥二は,脳低動脈の完全閉塞とLて移行してい

た,症別L)(67嵐 男)では.初発時に右椎骨動脈閉塞.

産椎骨動脈狭窄が認められ 再発時をこぼ,両側椎骨動脈

閉塞へと移行 していた中いずれの症例においても,後交

通動脈を介する側副血行路が未発達であった.

A10-1) 虚血後脳曲管障害をこおける脳血管反応

性

-脚 卜(''tFtl'iと ALIL_,tこ1Z()lami(1L,負荷

による検討-
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【目的】虚血性脳血管障書慢性別例(7)降圧及び êetこ1-

zollvllide(.Di;-unox)負荷時の脳血管反応性を SI'ト二C′Ⅰ､

を潤い検討 した,E対象及び方法】対象は血栓性の磁主

幹動脈閉塞性病変を持つ TlA,Tninor(.川11Pletedstr(1kt,

例5倒 し男 :女-4:1.平均52.;1歳トて.rl一.1二Ll)A
が願いかあっても小範囲で,内頚動脈閉塞 1例,中大巌

動脈分枝閉塞2例,前大脳動脈閉塞 1例,神経学的脱落

症状はあってもごく軽度であった.リンダ塾 SPECT


